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『
続
日
本
紀
』
の
薨
卒
記
事

野　

口　

武　

司

　

天

九
年
正
月
二
十
七
日
に
、
遣
新
羅
使
の
大

官
で
從
六
位
上
の
壬
生
使
主
宇
太
麻
呂
と
、
少

官
で
正
七
位
上
の
大
藏
忌
寸
麻
呂

ら
の
一
行
が
新
羅
か
ら
本
邦
へ
帰
還
し
た
。
併
し
乍
ら
、
其
の
途
次
、
遣
新
羅
大
使
の
從
五
位
下
阿
倍
朝
臣
繼
麻
呂
は
、
津
島
停
泊
中
に

此
度
大
発
し
て
い
る
疫
瘡
に
罹
り
、
卒
去
し
た
と
観
ら
れ
る
が
、
同
副
使
の
從註（

１
）六

位
下
大

宿

三
中
は
、
自
ら
が
此
の
病
痾
に
感
染
し

て
い
る
こ
と
を
慮
り
、
暫
し
入
京
を
し
な
か
っ
た
。

　

事
後
、
三
月
二
十
八
日
に
臻
り
、
入
京
の
遅
れ
て
い
た
遣
新
羅
使
の
副
使
で
、
正註（

１
）六

位
上
の
大

宿

三
中
ら
四
十
人
が
一
同
揃
っ
て

天
皇
に
拝
謁
し
た
。

　

爾
後
、
此
の
天

九
年
の
春
期
よ
り
夏
期
を
経
て
秋
期
に
到
っ
て

も
、
其
の
病
患
は
、
猖
獗
の
度
合
を
益
々
高
め
深
め
て
い
た
。
病

魔
に
曝
さ
れ
て
生
命
を
絶
た
れ
た
数
多
の
人
士
ら
の
中
、『
續
日
本
紀
』
に
依
っ
て
具
有
名
の
知
ら
れ
る
者
を
順
次
取
り
上
げ
て
、
其
の
各

事
例
の
年
次
、
月
日
、
官
職
、
官
位
、
姓
名
、
家
系
・
出
自
、
時
迹
・
閲
歴
・
様
子
・
状
況
等
々
を
併
載
摘
記
し
て
お
こ
う
。
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天

九
年


四
月
十
七
日　
　

 

參
議
民
部

正
三
位

原

臣

薨
。　

以
二

大
臣
葬
儀

一

。
其
家
固
辭
不

レ

受
。

太
政
大
臣
正
一
位
不
比

等
之
第
二
子
也

8

8

8

8

。


六
月
十
日　
　
　

散
位
從
四
位
下
大
宅

臣
大
國
卒
。


六
月
十
一
日　
　

大
宰
大
貳
從
四
位
下
小
野

臣
老
卒
。


六
月
十
八
日　
　

散
位
正
四
位
下
長
田
王
卒
。


六
月
廿
三
日　
　

中
納
言
正
三
位
多
治
比

人
縣
守
薨
。
左
大
臣
正
二
位
嶋
之
子
也
。


七
月
五
日　
　
　

散
位
從
四
位
下
大
野
王
卒
。


七
月
十
三
日　
　

參
議
兵
部

從
三
位

原

臣
麻
呂
薨
。　

太
政
大
臣
不
比
等
之
第
四
子
也

8

8

8

8

。


七
月
十
七
日　
　

散
位
從
四
位
下
百
濟
王
郎
虞
卒
。


七
月
廿
五
日　
　

 

二

左
大
辨
從
三
位
橘
宿

諸
兄
。
右
大
辨
正
四
位
下
紀

臣
男
人

一

。
就

二

右
大
臣
第

一

。
授

二

正
一
位

一

拜
二

左
大

臣
一

。

日
薨
。

二

從
四
位
下
中
臣

臣
名
代
等

一

二―

護
喪
事

一

。

レ

官
給
。
武
智
麻
呂

太
政
大
臣
不
比
等
之

第
一
子
也

8

8

8

8

。

（10）
八
月
一
日　
　
　

中
宮
大
夫

右
兵
衛

正
四
位
下
橘
宿

佐
爲
卒
。

（11）
八
月
五
日　
　
　

參
議
式
部

大
宰
帥
正
三
位

原

臣
宇
合
薨
。

太
政
大
臣
不
比
等
之
第
三
子
也

8

8

8

8

。

（12）
八
月
二
十
日　
　

三
品
水
主
内
親
王
薨
。
天
智
天
皇
之
皇
女
也
。
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天

十
年

（13）
六
月
一
日　
　
　

武
藏
守
從
四
位
下
粟
田

臣
人
上
卒
。

（14）
十
月
三
十
日　
　

大
宰
大
貳
正
四
位
下
紀

臣
男
人
卒
。

　

天

十
一
年

（15）
四
月
七
日　
　
　

中
納
言
從
三
位
多
治
比

人
廣
成
薨
。
左
大
臣
正
二
位
嶋
之
第
五
子
也

8

8

8

8

。

（16）
十
月
五
日　
　
　

從
四
位
下
小
野

臣
牛
養
卒
。

　

天

十
三
年

（17）
三
月
二
十
八
日　

三
品
長
谷
部
内
親
王
薨
。
天
武
天
皇
之
皇
女
也
。

　

天

十
四
年

（18）
十
月
十
四
日　
　

參
議
左
京
大
夫
從
四
位
下
縣
犬
養
宿

石
次
卒
。

（19）
十
一
月
二
日　
　

參
議
從
三
位
大
野

臣
東
人
薨
。
飛
鳥

廷
糺
職
大
夫
直

肆
果
安
之
子
也
。

（20）
十
二
月
十
九
日　

正
四
位
下
大
原

人
高
安
卒
。

　

天

十
七
年

（21）
四
月
七
日　
　
　

散
位
從
四
位
下
三
室
王
卒
。

（22）
四
月
二
十
三
日　

大
藏

從
四
位
上
大
原

人
門
部
卒
。

（23）
四
月
二
十
八
日　

散
位
正
四
位
下
春
日
王
卒
。
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（24）
七
月
二
十
三
日　

典
侍
從
四
位
上
大
宅

臣
諸
姉
卒
。

（25）
八
月
二
十
七
日　

正
三
位
山
形
女
王
薨
。
淨

壹
高
市
皇
子
之
女
也
。

（26）
九
月
四
日　
　
　

知
太
政
官
事

式
部

從
二
位
鈴
鹿
王
薨
。
高
市
皇
子
之
子
也
。

（27）
九
月
十
九
日　
　

散
位
從
四
位
下
中
臣

臣
名
代
卒
。

　

天

十
八
年

（28）
正
月
二
十
七
日　

正
三
位
牟
漏
女
王
薨
。

從
二
位
栗
隈
王
之
孫
。
從
四
位
下
美
努
王
之
女
也
。

　
　
　

天

十
八
年
六
月
十
八
日　

玄
昉
示
寂
条

　

 

玄
昉
死
。
玄
昉
俗
姓
阿
刀
氏
。
靈
龜
二
年
入
唐
學
問
。
唐
天
子

レ

昉
。
准

二

三
品

一

令
レ

着
二

紫
袈
裟

一

。
天

七
年
隨

二

大
使
多
治
比

人

成
一

歸
。

二

經
論
五
千
餘
卷
及
諸
佛
像

一

來
。
皇

亦
施

二

紫
袈
裟

一

着
レ

之
。

爲
二

正
一

。
安

二―

置
内

塲
一

。
自

レ

是
之
後
。

榮
寵
日
盛
。
稍
乖

二

沙
門
之
行

一

。
時
人
惡

レ

之
。
至

レ

是
死

二

於
徙

一

。
世
相
傳
云
。
爲

二

原

嗣
靈

一

レ

害
。

　

天

十
九
年

（29）
三
月
十
一
日　
　

從
四
位
下
石
川

臣
加
美
卒
。

（30）
六
月
四
日　
　
　

長
門
國
守
從
四
位
下
秦
忌
寸
嶋
麻
呂
卒
。
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天

二
十
年

（31）
六
月
四
日　
　
　

正
三
位

原
夫
人
薨
。

太
政
大
臣
武
智
麻
呂
之
女
也
。

　

天

九
年
か
ら
同
二
十
年
ま
で
の
十
一
年
間
に
登
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
合
計
三
十
一
名
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

皇
族
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

 

（12） 

（17） 

（21） 

（23） 

（25） 

（26） 

（28）
の
九
名

　

原

臣
氏
・
・
・
・
・
・
 

 

 

（11） 

（31）
の
五
名

　

他
余
諸
氏
・
・
・
・
・
・
・
 

 

 

 

（10） 

（13） 

（14） 

（15） 

（16） 

（18） 

（19） 

（20） 

（22） 

（24） 

（27） 

（29） 

（30）
の
一
七
名

　

こ
の
合
計
三
十
一
名
に
つ
き
、

　

ア 

そ
れ
ら
薨
卒
去
の
旦
夕
に
迫
っ
た
本
人
や
、
そ
の
家
族
に
対
し
て
諸
種
の
要
望
や
注
文
を
聴
取
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
記
載
は
二
例

あ
る
。

　

イ 

家
系
出
自
が
記
載
さ
れ
て
い
る
事
例
は
、
 

 
 
 

（11） 

（12） 

（15） 

（17） 

（19） 

（25） 

（26） 

（28） 

（31）
の
十
三
名
お
り
、
 

 

 

 

（11） 

（15） 

（19） 

（26）

の
八
名
が
男
性
、

（12） 

（17） 

（25） 

（28） 

（31）
の
五
名
が
女
性
で
あ
る
。
こ
の
女
性
五
名
を
除
く
男
性
八
名
の
う
ち
、
イ

輩
行
記
載

（
傍
〇
印
付
加
者
）

の
あ
る
者
は
、

 

 

 

（11） 

（15）
の
五
名
、
そ
れ
の
な
い
者
は
、
 

（19） 

（26）
の
三
名
で
あ
る
。
こ
の
輩
行
記
載
の
あ
る
五
名
の
姓
名
に
つ
い
て
み
る
と
、

（15）
の
多
治
比

人

成
の
外
は
、
す
べ
て

原

臣
氏（

の

、

の
麻
呂
、

の
武
智
麻
呂
、

（11）
の
宇
合
）に
限
ら
れ
て
い
る
。

輩
行
記
載
の
な
い
の
は
、
上
記
の

（15）
多
治
比

人

成
の
外
、

の
多
治
比

人
縣
守
、

（19）
の
大
野

臣
東
人
、

（26）
の
鈴
鹿
王
の
三

名
を
加
え
た
四
名
が
す
べ
て
で
あ
る
。

次
は
、
天

十
八
年
六
月
十
八
日
に
示
寂
し
た

玄
昉
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
。
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天

十
二
年（
七
四
〇
）に

原

臣

嗣
が
時
政
の
失
と
し
て
、
玄
昉
と
下

臣

備
を
排
除
せ
ん
こ
と
を
上
表
し
た
の
が
、
い
わ

ゆ
る

原

嗣
の
乱
の
発
端
で
あ
る
。
玄
昉
は
天

九
年（
七
三
七
）八
月
二
十
六
日
に
、
僧
正
に
直
任
せ
ら
れ
、
内

場
に
仕
え
た
。
こ

の
年
、
彼
が
宮
子
皇
太
夫
人
を
看
病
し
て
宿
疾
を
快
癒
せ
し
め
て
か
ら
栄
寵
日
に
盛
ん
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
世
人
の
憎
悪
す
る
所
と
な

っ
た
。
玄
昉
の
時
に
創
設
さ
れ
た
内

場
は
、
政
治
の
中
心
で
あ
る
朝
廷
の
中
へ
宗
教
者
が
接
近
し
、
政
治
に
容
喙
し
や
す
い
地
盤
を
作

っ
た
。
こ
れ
は
後
出
の

鏡
も
ま
た
、
こ
こ
を
足
場
と
し
て
次
第
に
そ
の
勢
力
を
伸
張
し
て
い
っ
た
こ
と
を
想
起
せ
し
め
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
宗
教
者
が
政
治
に
容
喙
し
易
い
地
盤
を
作
成
し
た
張
本
人
の
玄
昉
を
ば
指
弾
排
斥
す
る
上
表
文
の
提
示
に
よ

り
勃
発
し
た
、
い
わ
ゆ
る

原

臣

嗣
の
反
乱
に
つ
い
て
、
国
史
で
あ
る
『
続
日
本
紀
』
の
記
載
文
字
数
が
如
何
ほ
ど
で
あ
る
か
を
精

査
検
討
し
て
み
る
と
、
凡
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
こ
の
数
字
に
は
、
個
々
人
の
記
載
干
支
文
字
数
は
入
っ
て
い
な
い
）

　

国
史
大
系
本
『
続
日
本
紀
』
に
依
る

原

臣

嗣
の
謀
反
・
反
乱
に
関
す
る
記
載
所
用
文
字
数
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　

天

十
二
年
八
月
二
十
九
日
条　

37
字

　
　
　
　
　
　

九
月
三
日
条　
　
　

71
字

　
　
　
　
　
　

九
月
四
日
条　
　
　

32
字

　
　
　
　
　
　

九
月
五
日
条　
　
　

30
字

　
　
　
　
　
　

九
月
十
一
日
条　
　

21
字

　
　
　
　
　
　

九
月
十
五
日
条　
　

57
字
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九
月
二
十
一
日
条　

49
字

　
　
　
　
　
　

九
月
二
十
四
日
条　

209
字

　
　
　
　
　
　

九
月
二
十
五
日
条　

122
字

　
　
　
　
　
　

九
月
二
十
九
日
条　

196
字

　
　
　
　
　
　

十
月
五
日
条　
　
　

19
字

　
　
　
　
　
　

十
月
九
日
条　
　
　

432
字

　

改
め
て
喋
々
す
る
迄
も
な
く
大
宰
府
は
、
令
制
上
の
対
外
お
よ
び
西
海
道（
九
州
）
の
総
督
府
で
、
九
州
諸
国
の
行
政
管
理
、
外
国
使
節
や

帰
化
人
の
接
待
、
海
辺
防
備
な
ど
を
任
務
と
し
た
。
こ
う
し
た
政
庁
が

原

臣

嗣
の
謀
反
や
反
乱
で
従
前
の
役
割
を
果
し
得
な
く
な

っ
て
い
た
。

　

こ
の
天

十
四
年（
七
四
一
）一
月
五
日
か
ら
廃
止
に
な
っ
て
い
た
大
宰
府
が
復
活
し
た
の
は
、
天

十
七
年（
七
四
五
）
六
月
五
日
か
ら
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
、
外
從
五
位
下
の
大

宿

三
中
は
、
從
五
位
上
の
多
治
比

人
牛
養
と
倶
に
大
宰
少
貳
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
以
上
の
こ

と
を
簡
略
し
て
示
す
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

合計 1275 字

大宰府廃止
天 14年1月5日
（742）

筑前国司
に付託する

鎭西府設置
天 15年12月26日
（743）

大宰府復活
天 17年6月5日
（745）
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、
此
度
の
天

十
七
年（
七
四
五
）六
月
五
日
の
大
宰
府
復
活
に
伴
な
い
、
そ
の
少
貳
に
任
用
さ
れ
た
大

宿

三
中
の
、
こ
れ
迄
の

閲
歴
を
回
顧
し
て
み
る
に
、
こ
れ
よ
り
五
年
前
の
天

九
年
三
月
二
十
八
日
に
、
新
羅
か
ら
の
帰
還
者
中
の
幾
た
り
か
の
人
々
と
共
に
、

初
め
て
天

（
聖
武
）

皇
に
拝
謁
の
栄
を
賜
っ
た
。
こ
の
大

三
中
以
外
の
人
々
を
も
含
め
て
天
皇
に
拝
謁
す
る
栄
誉
に
与
っ
た
の
は
、
こ
れ
が
最
初

で
、
然
も
最
後
の
事
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
此
処
に
記
さ
れ
て
い
る
四
〇
名
の
中
に
は
、
身
体
が
ぐ
っ
た
り
し
て
、

時
に
危
篤
状
態
に
陥
る
疾
者
、
皮
膚
に
豆
粒
大
の
膿
を
も
つ
出
来
物
が
生
ず
る
痘
、
そ
の
傷
が
治
る
に
従
い
、
其
の
傷
の
上
に
亦
、
傷
が

出
来
る
痂
抔
と
称
さ
れ
る
病
患
者
が
可
成
り
多
く
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
此
れ
は
『
續
日
本
紀
』
天

九
年
六
月
一
日
条
に
「
廢

以
二

百
官
官
人
患

一
レ

疫
也
。」
と
在
る
事
か
ら
も
十
分
に
推
量
さ
れ
る
攸
で
あ
る
。

　

大

三
中
は
、
そ
の
後
、
既
述
の
よ
う
に
天

十
七
年（
七
四
五
）六
月
五
日
の
大
宰
府
復
活
に
伴
な
い
約
三
年
五
ヶ
月
振
り
に
大
宰
少

貳
に
任
用
さ
れ
、
而
し
て
、
そ
の
翌
天

十
八
年（
七
四
六
）四
月
十
一
日
に
長
門
守
に
任
官
さ
れ
、
更
に
そ
の
十
一
日
後
に
外
従
五
位
下

か
ら
従
五
位
下
へ
昇
叙
さ
れ
、
そ
の
翌
天

十
九
年（
七
四
七
）三
月
十
日
に
刑
部
大

事
に
登
庸
さ
れ
た
。
こ
れ
が
『
続
日
本
紀
』
に
於

け
る
最
終
所
見
条
で
あ
り
、
そ
の
後
に
就
い
て
は
、
他
余
の
諸
文
献
に
も
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。

　

斯
く
し
て
大

宿

三
中
の
、
生
涯
の
一
端
に
就
い
て
触
れ
、
そ
こ
か
ら
彼
此
想
い
を
致
し
て
み
る
と
、
極
く
通
常
の
思
考
な
い
し
は
、

通
念
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
最
も
活
動
・
活
躍
が
望
ま
れ
る
時
期
に
、
彼
本
来
の
職
掌
柄
と
密
接
に
関
わ
る
政
庁
大
宰
府
が
、

原

臣

嗣
の
謀
反
・
反
逆
事
件
に
依
っ
て
、
従
来
か
ら
の
、
西
海
道
治
政
の
府
と
し
て
の
機
能
を
殆
ど
発
揮
し
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
期
と
、

可
成
り
長
期
に
渡
っ
て
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
大

三
中
自
身
の
体
調
が
、
必
ず
し
も
満
足
し
う
る
よ
う
な
状
態
で
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は
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
悪
条
件
の
中
に
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
大
宰
府
復
活
後
も
、
従
前
同
様
に
治
政
下
の
人
々
の
期
待
に
添
う
よ
う
、

善
く
努
め
て
き
た
と
観
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
様
な
こ
と
を
彼
此
思
い
合
わ
せ
て
み
る
と
、
本
稿
の
、
い
わ
ば
劈
頭
部
か
ら
跡
切
れ
跡
切

れ
に
登
場
す
る
大

三
中
の
経
歴
・
事
績
を
総
合
的
に
想
い
併
せ
て
考
え
み
る
と
、
彼
は
単
に
俗
務
一
辺
倒
に
偏
る
こ
と
な
く
、
有
縁
の
人
々

と
の
縁
を
、
殊
の
外
、
重
ん
じ
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
斯
う
し
た
彼
の
生
き
様
を
想
う
と
、
転
た
感
慨
に
堪
え
な
い
も
の

を
観
ず
る
の
で
あ
る
。

　

註〈
１
〉 新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』二　

（
本
条
）（
天

九
年
正
月
辛
丑（
二
十
六
日
条
）の
註（
１
）に
、
位
階
が
従
六
位
下
で
、
大
判
官
壬
生

宇
太
麻
呂
よ
り
位
階
が
下
な
の
は
、
宇
太
麻
呂
が
帰
朝
に
よ
り
昇
叙
に
あ
ず
か
っ
た
た
め
の
追
記
で
、
三
中
は
入
京
前
で
あ
る
の
で
派
遣
時
の
位

階
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
か
。
三
月
壬
寅
条
で
は
正
六
位
上
。


事
例

　
順
次


薨
卒
年
次


薨
卒
日
時


姓
名


附
帯
官
職


附
帯

　

官
位


事
迹
、
閲
歴

　

状
況
様
子


家
系
出
自



天

九
年

四
月
十
七
日

原

臣

前

參
議
民
部

正
三
位

以
二

大
臣
葬
儀
一

。
其

家
固
辭
不
レ

受
。

太
政
大
臣
正
一
位
不

比
等
之
第
二
子
也

8

8

8

8

。



天

九
年

六
月
十
日

大
宅

臣
大
國

散
位

從
四
位
下



天

九
年

六
月
十
一
日

小
野

臣
老

大
宰
大
貳

從
四
位
下



天

九
年

六
月
十
八
日

長
田
王

散
位

正
四
位
下



天

九
年

六
月
廿
三
日

多
治
比

人
縣
守

中
納
言

正
三
位

左
大
臣
正
二
位
嶋
之
子

也
。



天

九
年

七
月
五
日

大
野
王

散
位

從
四
位
下
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天

九
年

七
月
十
三
日

原

臣
麻
呂

參
議
兵
部

從
三
位

太
政
大
臣
不
比
等
之

第
四
子
也

8

8

8

8

。



天

九
年

七
月
十
七
日

百
濟
王
郎
虞

散
位

從
四
位
下



天

九
年

七
月
廿
五
日

原

臣
武
智
麻
呂

二

左
大
辨
從
三
位

橘
宿

諸
兄
。
右
大
辨

正
四
位
下
紀

臣
男
人

一

。
就
二

右
大
臣
第
一

。

授
二

正
一
位
一

拜
二

左
大

臣
一

。

日
薨
。
二

従
四

位
下
中
臣

臣
名
代
等
一

二―

護
喪
事
一

。

レ

官
給
。
武
智
麻
呂

太

政
大
臣
不
比
等
之
第
一

8

8

子
也
8

8

。

太
政
大
臣
不
比
等
之

第
一
子
也

8

8

8

8

。

（10）

天

九
年

八
月
一
日

橘
宿

佐
爲

中
宮
大
夫

右
兵
衛

正
四
位
下

（11）

天

九
年

八
月
五
日

原

臣
宇
合

參
議
式
部

大
宰
帥

正
三
位

太
政
大
臣
不
比
等
之

第
三
子
也

8

8

8

8

。

（12）

天

九
年

八
月
二
十
日

水
主
内
親
王

三
品

天
智
天
皇
之
皇
女
也
。

（13）

天

十
年

六
月
一
日

粟
田

臣
人
上

武
藏
守

從
四
位
下

（14）

天

十
年

十
月
三
十
日

紀

臣
男
人

大
宰
大
貳

正
四
位
下
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（15）

天

十
一
年

四
月
七
日

多
治
比

人

成

中
納
言

從
三
位

左
大
臣
正
二
位
嶋
之
第8

五
子
也

8

8

8

。

（16）

天

十
一
年

十
月
五
日

小
野

臣
牛
養

從
四
位
下

（17）

天

十
三
年

三
月
二
十
八
日

長
谷
部
内
親
王

天
武
天
皇

之
皇
女
也
。

（18）

天

十
四
年

十
月
十
四
日

縣
犬
養
宿

石
次

參
議
左
京
大
夫

從
四
位
下

（19）

天

十
四
年

十
一
月
二
日

大
野

臣
東
人

參
議

從
三
位

飛
鳥

廷
糺
職
大
夫
直

肆
果
安
之
子
也
。

（20）

天

十
四
年

十
二
月
十
九
日

大
原

人
高
安

正
四
位
下

（21）

天

十
七
年

四
月
七
日

三
室
王

散
位

從
四
位
下

（22）

天

十
七
年

四
月
二
十
三
日

大
原

人
門
部

大
藏

從
四
位
上

（23）

天

十
七
年

四
月
二
十
八
日

春
日
王

散
位

正
四
位
下

（24）

天

十
七
年

七
月
二
十
三
日

大
宅

臣
諸
姉

典
侍

從
四
位
上

（25）

天

十
七
年

八
月
二
十
七
日

山
形
女
王

正
三
位

淨

壹
高
市
皇
子
之
女

也
。

（26）

天

十
七
年

九
月
四
日

鈴
鹿
王

知
太
政
官
事

式
部

從
二
位

高
市
皇
子
之
子
也
。

（27）

天

十
七
年

九
月
十
九
日

中
臣

臣
名
代

散
位

從
四
位
下

（28）

天

十
八
年

正
月
二
十
七
日

牟
漏
女
王

正
三
位

從
二
位
栗
隈
王
之

孫
。
從
四
位
下
美
努
王

之
女
也
。
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（29）

天

十
九
年

三
月
十
一
日

石
川

臣
加
美

從
四
位
下

（30）

天

十
九
年

六
月
四
日

秦
忌
寸
嶋
麻
呂

長
門
國
守

從
四
位
下

（31）

天

二
十
年

六
月
四
日

原
夫
人

正
三
位

太
上
大
臣
武
智
麻
呂

之
女
也
。




